
消毒薬の継ぎ足しは問題ありませんか? 
 

 

 

　消毒薬のなかでも低水準に属する塩化ベンザルコニウムなどの第四級アンモニウム塩やグルコン

酸クロルヘキシジンでは，微生物による汚染を受けやすいことが知られています．これらの消毒薬

を用いて調製した綿球などでは，殺菌成分が綿球に吸着されて消毒薬濃度が低下し，混入した微生

物が増殖して消毒薬の継ぎ足しを繰り返すごとに消毒薬に抵抗性を有する微生物が出現してきます．

特に，緑膿菌やセラチア菌が原因微生物であると指摘されています1，2）．したがって，消毒薬の継ぎ

足しは中止すべきで，できる限り短期間で使用が終わる量の綿球を調製することです．調製した消

毒薬綿球の使用期限は7日以内と記載されている書物があります3）． 
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